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2015年度地域連携生涯学習部門事業の実施報告

事業報告

1　公開講座

■イノベーション社会連携推進機構（地域連携生涯学習部門）
講座名 開催日 テーマ 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

伊豆半島における地
質・自然・文化遺
産と人びとの関わり
［全3回］

8/29 韮山代官江川氏と伊豆半島
の幕末維新

人文社会科学部准教授・
今村直樹

一般市民、
伊豆半島ジ
オガイド協会
会員および
ジオパーク
関係者

無料 三島市
民文化
会館

各
80

186
（延べ）

9/12 石棺と築城石─考古学から
見た伊豆石の利用─

人文社会科学部教授・
篠原和大

9/26 伊豆半島の植物と植生 理学部准教授・徳岡 徹

■人文社会科学部
講座名 開催日 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

中国人による中国講座─日本
人の知らない中国［全10回］

4/11・18・25、
5/16・23・30、
6/13・20、7/4・11

人文社会科学部准教授・張 盛開
静岡大学非常勤講師・王 元武
静岡大学非常勤講師・盧 思
静岡大学非常勤講師・周 佩芳

一般市民 無料 静岡大学静岡
キャンパス

60 370
（延べ）

講座名 開催日 テーマ 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

人間生活のリスクと
幸せ［全6回］

10/6 リスクと幸せの心理学 人文社会科学部教授・
橋本 剛

一般市民 無料 アイセル
21（静岡
市葵生涯
学習セン
ター）

各30 197
（延べ）

10/13 環境リスクを読み解く 人文社会科学部教授・
平岡義和

10/20 ライフコース・リスクと幸
福感

人文社会科学部准教授・
吉田 崇

10/27 リスクの個人化とメンタ
ルヘルス

人文社会科学部教授・
荻野達史

11/10 メンタルヘルスのリスク・
マネジメント

人文社会科学部教授・
笠井 仁

11/17 人はなぜ幸福を語るのか 人文社会科学部教授・
田中伸司

■教育学部
講座名 開催日 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

安心登山・アウトドア活動のため
の読図とナヴィゲーションスキル
（初級編）

4/29 教育学部教授・村越 真
オリエンテーリング日本代表・
小泉成行

登山・アウトドア活動を行
う一般市民

3,000 静岡大学静岡
キャンパス及び
屋外

25 23

安心登山・アウトドア活動のため
の読図とナヴィゲーションスキル
（中級編）

10/3 教育学部教授・村越 真
プロアドベンチャーレーサー・
宮内佐季子

過去に初級編を受講した
方、又は地形図の基礎知
識がある登山経験者で6
㎞程度を歩ける方

3,600 静岡市郊外
（屋外）

20 20

音楽授業のための民謡入門
［全3回］

7/31、
8/4・
25

教育学部教授・志民一成 小・中学校教員（音楽
）及び小・中学校の教
員を目指している方

無料 静岡音楽館
AOI

30 48
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講座名 開催日 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

弾いてみよう和楽器、歌ってみ
よう日本音楽［全3回］

8/5・
12・13

教育学部准教授・長谷川 
慎
長唄演奏家（長唄三味線
方）・
東音高橋智久
長唄演奏家（長唄唄方）・
東音小林百合

小・中・高等学校教員
及び伝統音楽指導に興
味のある方

無料 静岡音楽館
AOI

16 64

トレイルランナーのためのランニン
グとリスクマネジメント

2/20 教育学部教授・村越 真
teamTECNICA・山田高志

日常的にロード・トレイル
を問わず）を実施し、ト
レイルランニングに興味を
持つ市民

3,900 静岡キャンパス
及び屋外

15 8

■農学部
講座名 開催日 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

施設栽培技術講習会［全4回］ 6/10
・24、
7/15・
29

農学部准教授・切岩祥和
（株）ヒノン農業取締役社長・影山雅也
ダブルエム研究所所長・狩野 敦
静岡県農業技術研究所職員
（株）アームズ取締役・三倉直巳
農学部教授・鈴木克己

一般市民 2,100 静岡キャンパス 15 36

サツマイモを食べよう！
～サツマイモの収穫・調理教室～

10/31 農学部助教・浅井辰夫
技術部技術専門職員・西川浩二
技術部技術専門職員・成瀬和子

一般市民
（小学生以
上）

600 農学部附属地
域フィールド科
学教育研究セ
ンター藤枝フィ
ールド

20 21

■情報学部
講座名 開催日 テーマ 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

情報学部公開講座
2015

11/7 機械と人間 情報学部教授・竹内勇剛 一般市民 無料 静岡大学
浜松キャ
ンパス

各50 70

情報学部教授・大島律子

情報学部講師・原田伸一朗

■技術部
講座名 開催日 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

私のミカン～ミカンの通年管理教
室～［全5回］

5/12、
7/14、
9/15、
11/17、
3/1

技術部技術専門職員・成瀬博規
技術部技術職員・周藤美希
農学部准教授・八幡昌紀

一般市民 10,000 静岡大学農学
部附属地域フィ
ールド科学教
育研究センター
藤枝フィールド

10 50

■グリーン科学技術研究所
講座名 開催日 テーマ 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

遺伝子の世界を見
てみよう［全2回］

8/5 爪や髪の毛からDNAを抽出
する

グリーン科学技術研究所准教授・
道羅英夫

県内高校生 無料 静岡大学
静岡キャ
ンパス

20 40

8/6 光る大腸菌を観察する

■キャンパスミュージアム
講座名 開催日 テーマ 講師 対象 受講料 会場 定員 実数

静大キャンパス探訪
～静岡キャンパスの
自然と歴史～
［全3回］

10/3 静大キャンパスの土壌生物 ふじのくに地球環境史ミュージ
アム・岸本年郎

一般市民、学
生、小中高生
（中学生以
下は保護者同
伴）

無料 静岡大学
静岡キャ
ンパス

20 34

10/17 大学構内の植物探訪 理学部准教授・徳岡 徹

10/24 静大キャンパスの歴史ー縄文
から静大までー

人文社会科学部教授・
篠原和大
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2　静岡大学創立60周年記念事業を継承した連携講座

■静岡大学・読売新聞連続市民講座「〈生きる〉を考える」
回 開催日 タイトル 講師 参加者

1 8/22 変貌する身体と生命～サイボーグ化とデジタル化の未来～ 人文社会科学研究科特任教授・
松田 純

118

2 10/11 老いを科学する～老化と寿命はどこからやってくるのか？～ 理学部教授・丑丸敬史 183

3 10/31 医療と身体を考える
～図像から読み解く西洋中世医学の文化史～

人文社会科学部教授・久木田直江 157

4 11/22 〈死〉とともに生きる～死ぬとは？生きるとは？～ 農学部教授・竹之内裕文 174

5 1/9 生むこと、生まれること～家族と社会を問い直す～ 人文社会科学部准教授・白井千晶 148

・会場：あざれあ（静岡県男女共同参画センター）6階大ホール
・参加費：無料
・主催：静岡大学、読売新聞東京本社静岡支局

■静岡大学・中日新聞連携講座「光の不思議な世界」
回 開催日 タイトル 講師 参加者

1 10/3 光子をとらえよ：X線の新しい情報を引き出すフォトンカウンテ
ィングCT

電子工学研究所教授・青木 徹 81

2 11/8 瞳をキャッチ：近赤外光を利用した瞳孔検出技術・視線検出
装置の開発

大学院総合科学技術研究科教授・
海老澤嘉伸

54

3 12/5 自然界にない光で見えるものとは：テラヘルツ波の発生と応用 電子工学研究所特任教授・佐々木哲朗 67

4 1/23 トンボの目で極限現象を見る：ヒトとは違う見方で、見えてくる 電子工学研究所准教授・香川景一郎 56

5 2/13 近未来は光健康診断：光を使って体の活動や健康状態を測る 大学院総合科学技術研究科准教授・
庭山雅嗣

72

・会場： 静岡大学浜松キャンパス
・参加費：無料
・主催：静岡大学、中日新聞東海本社

■静岡大学・ユーコープ連携講座「伊豆半島における地質・自然・文化遺産と人びとの関わり」

タイトル 講師
三島会場 静岡会場

開催日 参加者 開催日 参加者

韮山代官江川氏と伊豆半島の幕末維新 人文社会科学部准教授・今村直樹 8/29 66 11/22 24

石棺と築城石－考古学から見た伊豆石の利用‐ 人文社会科学部教授・篠原和大 9/12 58 11/29 25

伊豆半島の植物と植生 理学部准教授・徳岡 徹 9/26 62 11/8 16

・会場：［三島会場］三島市民文化会館　　 ［静岡会場］静岡市葵生涯学習センター
・参加費：無料
・主催：静岡大学、生活協同組合ユーコープ
※その他：上記講座に加え、以下のとおり実施した。
　　　　　「アンチエイジングはどこまで可能となったか？」（1/23） 講師：理学部教授・丑丸敬史
　　　　　［浜松会場／静岡大学浜松キャンパス］
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3　地域連携応援プロジェクト
　静岡大学学生・教職員が主体となり、すでに地域団体や自治体等と協働で取り組んでいる、または新た

に取り組もうとする地域の活性化につながる活動を学内で公募し、支援している。2015年度は16件の応

募があり、うち11件を採択した（下表）。これらの取り組みが進むことにより、学生・教職員の主体的な

地域連携活動が促進され、地域とより密着に連携した静岡大学になることを期待する。

部局 代表者 プロジェクト名

教育学部 池田 恵子 湖西市における多様性に配慮した地域づくりのための地域女性団体サポート事業

教育学部 大塚 玲 きんもくせい土曜教室（発達障害児の学習等支援活動）

教育学部 河村 道彦 人、自然、世界とふれあう「しきじ土曜倶楽部」支援プロジェクト

教育学部 川原﨑 知洋 デザインで地域を活性化する「笑顔でつなぐポスター展」プロジェクト

教育学部 後藤 友香理 遊びや体験活動を通して学びに熱中する子ども育成の場「ちびっこ寺子屋プロジェクト」

教育学部 田宮 縁 静岡市東豊田学区における雑紙回収率アップ事業

教育学部 藤井 基貴 学生と地域社会の協働による地域防災力向上プロジェクト

教育学部 松永 泰弘 静岡市子どもクリエイティブタウン「まある」との連携による動くおもちゃものづくり・あそび
・まなび体験支援プロジェクト

教職大学院 矢崎 満夫 学生ボランティアによる「＜つながりづくり＞実践事例集」の開発～学校・地域における多
文化共生理念の共有化を目指して～

情報学部 杉山 岳弘 浜松市における地域文化の情報発信のための「浜松鈴鈴（りんりん）」発行事業

情報学部 田中 宏和 静岡県西部地域の農業活性化に向けたサポート事業

４　地域課題解決支援プロジェクト
　2013年度から開始した「地域課題解決支援プロジェクト」は、これまで大学との接点がなかった地域や

団体から課題を公募し、新たな地域連携・貢献活動につなげようという取り組みである。第1期の公募で

寄せられた27課題に対し、各研究室・学生とマッチングを進め、取り組みが始まっている。

　各課題の進捗状況を下記ウェブサイトで紹介している。

　ウェブサイト　http://www.lc.shizuoka.ac.jp/areastudies_index.html

5　主催事業
①博物館フォーラム「ジオパークにおける博物館の役割と学生参加のあり方～伊豆半島ジオパークとふじ

のくに地球環境史ミュージアムについて～」

　大学・ジオパーク・博物館関係者がそれぞれの役割について相互に理解を深め、ジオパークや博物館の

活動への学生参加のあり方について議論することを目的にフォーラムを開催した。前半は、伊豆半島ジオ

パーク推進協議会およびふじのくに地球環境史ミュージアムから活動紹介がなされ、後半は博物館でボラ

ンティア活動をしている学生を交えパネルディスカッションを行った。博物館ボランティア活動継続にお

ける課題等を中心に活発な議論がなされた。

・日時：2016年1月28日（木）12:40～14:30

・会場：静岡大学共通教育B棟301教室

・プログラム：

［講演①］「伊豆半島ジオパークは地球の活動を伝える博物館になりえるか」

講師：鈴木雄介（伊豆半島ジオパーク推進協議会専任研究員）

［講演②］「ふじのくに地球環境史ミュージアムの挑戦」

講師：岸本年郎（ふじのくに地球環境史ミュージアム准教授）



63

事業報告

［発表］「静岡大学登呂博物館ボランティアの活動経緯と今後の課題」

発表者：井口美奈（静岡大学人文社会科学部2年）

［パネルディスカッション］「ジオパークにおける博物館の役割と学生参加のあり方」

パネリスト：上記3名、坂内沙紀（静岡大学理学部2年）

コーディネーター　石川宏之（静岡大学イノベーション社会連携推進機構准教授）

・参加費：無料

・参加者数：80人

②公開シンポジウム「地域課題から地方創生へ～地域と大学で何ができるか？～」

　地域の様々な課題を公募し、その解決支援を試みる「地域課題解決支援プロジェクト」が立ち上がり、

県内各地で活動を始めた。今回、応募自治体である東伊豆町との共催で公開シンポジウムを開き、県内の

取り組み事例を報告しながら、地域と大学が連携・協働することによって何ができるかを考えた。

 ・日時：2016年2月21日（日）13:00～16:30

 ・会場：東伊豆町役場１階大会議室

 ・プログラム：

［報告①］「静岡大学＜地域創造学環＞が目指すもの」報告：平岡義和（静岡大学地域創造学環教授）

［報告②］「内発的発展による観光まちづくり～熱海市の事例を中心に～」報告：川瀬憲子（静岡大学人

文社会科学部教授）、川瀬研究室・地方財政論ゼミ生

［報告③］「学生参画による地域連携の取り組み」

・「静大フューチャーセンター概要」

・「伊豆地域における静大フューチャーセンターの取り組み」

報告：宇賀田栄次（静岡大学学生支援センター准教授）、静岡大学フューチャーセンターディレクター

［パネル・ディスカッション］

  ・コーディネーター：阿部耕也（静岡大学イノベーション社会連携推進機構教授）

・参加費：無料

・参加者数：46人

③公開セミナー「学ぶって楽しい！～大学で学ぼう～」

　知的障害のある人が、学校卒業後も生涯学習の機会を持ち、より豊かな人生を送ることができるように

なることを目的に実施した。前期と後期の2回、それぞれ別の内容で実施した。

［前期］（通算20回）

・日時：2015年6月28日（日）9:15～12:15

・プログラム：

［演習］「アイスブレイク～学びのなかま～」講師：大畑智里（静岡県立静岡北特別支援学校教諭、学校

心理士）

［講義①］「伝統漁法　柴上げ漁から考える環境問題」講師：大村大輔（環境保全活動団体balance代表）

［講義②］「心理学で考える「やる気」との付き合い方」講師：伊田勝憲（静岡大学教職大学院准教授）

・参加者数：88人

［後期］（通算21回）

・日時：2015年 10 月 18日（日）9:10～12:15

・プログラム：

［講義①］「強勢とリズムでわかる英語の音・日本語の音」講師：亘理陽一（静岡大学教育学部英語教育

教室准教授）



『静岡大学生涯学習教育研究』第19号　2017年

64

［講義②］「美味しいハンバーガーの秘密」講師：海野愛花（日本マクドナルド（株））

・参加者数：79人

［共通事項］

・会場：静岡大学大学会館3Fホール

・参加費：無料

・参加者：静岡県の知的障害養護学校等卒業の社会人（18歳以上）、県立特別支援学校等の教員、青年学

級等の関係者・保護者、静岡大学教育学部特別支援教育（障害児教育）専攻の学生、静岡県障

害者就労研究会会員など

・企画：静岡県障害者就労研究会

【公開講演会】

・日時：2015年 10月 18日（日）13:30～15:30

・会場：静岡大学大学会館3Fホール

・講師：松為信雄（文教学院大学教授）

・演題：「障害者の就労継続を考える～最近の社会・国の動向を捉えての就労の準備～」

・参加者数：48人

・参加費：無料

・参加者：一般市民、主に小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の教諭等の関係者

・企画：静岡県障害者就労研究会

④地域連携応援プロジェクト成果報告会

　2015年度「地域連携応援プロジェクト」の公募に際し、前年度のプロジェクトの成果報告会を開催した。

  ・日時：2015年5月8日（金）13:30～15：15

  ・会場：［静岡会場］静岡大学事務局別館1A会議室

　　　   ［浜松会場］静岡大学イノベーション社会連携推進機構棟1階カンファレンスルーム

　　　   ※遠隔テレビシステムで2会場を結んで実施

・プログラム：

①「静岡県内の公共機関と協働する子どもたちのための造形プログラムの開発運営事業」

　　　プロジェクト代表者：川原﨑知洋（静岡大学教育学部講師）

②「敷地でまなび、世界をつなぐ「しきじ土曜倶楽部」　支援プロジェクト」

　　　プロジェクト代表者：河村道彦　（静岡大学教育学部准教授）

③「本が好きな子、集まれ！キッズチャレンジ静大図書館」

　　プロジェクト代表者：鈴木雅子（静岡大学学術情報部図書館情報課長）、

　　　　　　　　　　　　松下昭重（静岡大学学術情報部図書館情報課電子情報係主任）

・参加者数：21人

・参加費：無料

6　共催事業
①生涯学習指導者研修事業「公民館の力を磨く」

　静岡県内の公民館活動などを通して、生涯学習事業を展開している生涯学習指導者への教育研究情報の提

供と大学とのネットワークづくりを進めるとともに、指導者の資質の向上をはかることを目的に、静岡県公

民館連絡協議会との連携事業として実施している。

　公民館を取り巻く環境は近年大きく変化し、社会教育・生涯学習の場として、また地域づくりの拠点と

して、これまで以上に地域の住民・機関・団体との連携・協働が求められている。地域のもつ資源、人材、
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ネットワークなどを活かしながら、地域全体の総合的な取り組みが必要な課題と向き合い、地域内での連

携・学び合いの中で、課題解決を図る様々な事例に学び、公民館のもつ教育力・地域力を高める方策を探っ

た。

  ・日時：2015年11月27日（金）10:20～16:00

・会場：静岡市興津生涯学習交流館

・プログラム：

①基調講演「暮らしと密着した自主防災～公民館が活かす自然、知恵、結の心～」講師：藤井礼子（島

根県浜田市立安城公民館主事）

②事例報告「学生の力を活かすまちづくり～静大フューチャーセンターの取り組み～」報告者：静大

フューチャーセンター運営学生

③グループワークとディスカッション　講師：久保 渉 (静岡県教育委員会社会教育課指導主事）

コメンテーター：菅野文彦（静岡大学教育学部教授）

・参加者数：36人

・参加費：無料

・主催：静岡県公民館連絡協議会、静岡大学イノベーション社会連携推進機構

②焼津市大村公民館教養講座「歴史講座3回シリーズ」

①8/7（金）「百年前の中国人留学生―教育を通した日中交流の栄光と挫折―」

　講師：戸部 健（静岡大学人文社会科学部准教授）

②9/1（火）「ヨーロッパ史「中世チェコの都市とビール」」

　講師：藤井真生（静岡大学人文社会科学部准教授）

③10/1（木）「スコットランド独立投票から考えるイギリス史」

　講師：岩井 淳（静岡大学人文社会科学部教授）

・参加費：無料

・会場：焼津市大村公民館

・主催：焼津市大村公民館、静岡大学イノベーション社会連携推進機構

③2015ビジネス講座「再生可能エネルギーを事業化する」

　福島大学が文部科学省からの委託事業（平成27年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的

推進事業」）の一環として開催する講座を、静岡版として共同で開催した。太陽光、木質・畜産系バイオマス、

小水力などの再生可能エネルギーを活用した発電事業に興味関心のある事業者、NPO、地域活動者等の方々

を対象に、事業化のための実践的・実用的な知識を身につけることを目指して、講義とグループワーク・ディ

スカッションを行った。

・日時：2015年10月8日（木）～12月3日（木）13:30～17:00

・会場： 静岡市産学交流センター（B-nest）

・プログラム：

①10/8（木） 「地域参加型太陽光発電事業の実践」講師：鈴木俊雄（白河地域再生可能エネルギー推進協議会）

②10/22（木） 「木質バイオマス活用による地域電熱併給事業」講師：白石昇央（福島ミドリ安全株式会社）

③10/29（木）  「畜産系バイオマス・食品残渣活用によるバイオガス発電事業」講師：佐藤理夫（福島大学共生

システム理工学類教授）

④11/20（金） 「小水力発電の開発ステップ」講師：松尾寿裕（全国小水力利用推進協議会）

⑤12/3（木）  「地域資源を活用した再生可能エネルギー事業の取り組み」講師：服部乃利子（しずおか未来エ

ネルギー株式会社）
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・参加費：無料

・主催： 福島大学地域創造支援センター、静岡大学イノベーション社会連携推進機構

7　企画協力事業
①公開シンポジウム「津波防災まちづくりシンポジウム～松崎町の津波対策と防災まちづくりを考える～」

  ・日時：2015年9月5日（土）13:00～16:00

  ・会場：松崎町環境改善センター文化ホール

  ・プログラム：

【基調講演】

演題①「津波の想定と津波防災対策について」講師：原田賢治（静岡大学防災総合センター准教授）

演題②「津波避難対策と防災まちづくり」講師：照本清峰（人と防災未来センター研究主幹）

【報告】「新たな津波対策への取組について」報告者：下田土木事務所

【パネルディスカッション】「松崎町の津波対策と防災まちづくりを考える」

・コーディネーター：原田賢治（静岡大学防災総合センター准教授）

・参加費：無料

・参加者数：300人

・主催：静岡県、松崎町

・企画協力：静岡大学イノベーション社会連携推進機構

②地方創生市民シンポジウム「浜松型次世代交通システムと観光産業振興による地方創生！」

・日時：2015年9月12日（土）9:10～12:25

・会場：Uホール（浜松市勤労会館）

・プログラム：

【研究報告】

演題①「観光産業振興（浜名湖観光圏）による地方創生」

演題②「浜松型次世代交通システムによる地方創生」

【特別講演】「地方から創生する我が国の未来」講演者：石破 茂 （地方創生担当大臣）

・参加者数：350人

・参加費：無料

・主催：浜松都市環境フォーラム

・企画協力：静岡大学イノベーション社会連携推進機構

③地方創生市民シンポジウム（第２回）「浜松創生・市民案～みんなで考える浜松の未来～」

・日時：2016年1月11日（月）13:00～17:00

・会場：静岡文化芸術大学講堂

・プログラム：

【提案発表】

①「若者がつくる未来」発表者：大高真寛（浜松西高1年）

②「音楽と観光がつくる未来」発表者：青木優太、小浜諒（浜松西高1年）

③「LRTがつくる未来」発表者：内田宏康（浜松都市環境フォーラム代表）

  ・ファシリテーター：日比谷憲彦（静岡文化芸術大学准教授）

  ・参加者数：120人

  ・参加費：無料
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  ・主催：浜松都市環境フォーラム

  ・企画協力：静岡大学イノベーション社会連携推進機構

④静岡市・大学連携事業 市民大学リレー講座「死を見つめ今を生きる～豊かな人生を送るヒント～」

・日時：2015年10月3日（土）～10月31日（土）［全5回］10:00～11:45

・会場：アイセル21

・プログラム：

①10/3（土） 「日本人の霊魂観」講師：吉田真樹（静岡県立大学准教授）

②10/10（土） 「世界の死生観と死者儀礼」講師：川野美砂子（東海大学教授）

③10/17（土） 「死後の世界と生まれる前の世界」講師：高橋清隆（静岡英和学院大学教授）

④10/24（土） 「在宅での看取り」講師：渡部洋子（常葉大学教授）

⑤10/31（土） 「対話を通して生と死を探究する」講師：竹之内裕文（静岡大学農学研究科教授）

・参加費：無料

・主催：静岡英和学院大学、静岡県立大学、静岡大学、東海大学、常葉大学、静岡市

・企画協力：静岡大学イノベーション社会連携推進機構

⑤静岡市北部生涯学習センター美和分館アカデ美和歴史講座「江戸時代の静岡農村」

  ・日時：2015年11月28日（土）13:30～15:30

  ・講師：今村直樹（静岡大学人文社会科学部准教授）

  ・参加費：無料

  ・参加者数：48人

  ・会場：静岡市北部生涯学習センター美和分館

  ・主催：静岡市北部生涯学習センター美和分館、美和歴史たまご会

・企画協力：静岡大学イノベーション社会連携推進機構

⑥吉田町大学特別公開講座「吉田町と周辺地域の歴史」

・日時：2015年11月25日（水）～12月17日［全4回］19:00～20:30

・プログラム：

①11/25（水） 「今川氏の遠江進出と吉田地域」講師：小和田哲男（静岡大学名誉教授）

②12/3（木） 「徳川・武田両氏の攻防と小山城」講師：本多隆成（静岡大学名誉教授）

③12/10（木） 「近世成立期の榛原地域」講師：本多隆成（静岡大学名誉教授）

④12/17（木） 「近代の吉田地域」講師：山本義彦（静岡大学名誉教授）

  ・参加費：2,000円

  ・会場：吉田町中央公民館

  ・対象：高校生以上の方（町内外問わず）

  ・企画協力：静岡大学イノベーション社会連携推進機構

⑦静岡市北部生涯学習センター美和分館講座「映画「スターウォーズ」とアメリカ」

  ・日時：2016年2月20日（土）18:30～20:30

  ・講師：花方寿行（静岡大学人文社会科学部教授）

  ・参加者数：18人

  ・参加費：無料

  ・会場：静岡市北部生涯学習センター美和分館
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・主催：静岡市北部生涯学習センター美和分館

・企画協力：静岡大学イノベーション社会連携推進機構

⑧日本経済新聞連載企画「静岡大発　私の提言」

・執筆者：

①宇賀田栄次（静岡大学学生支援センター准教授）専門：キャリア教育、就職支援

②白井千晶（静岡大学人文社会科学部准教授）専門：家族社会学、医療社会学

③日詰一幸（静岡大学人文社会科学部教授）専門：行政学、地方自治論

８　市民開放授業
　静岡大学市民開放授業は、静岡大学の学生が受講している正規の科目の一部を一般市民の方に開放し、

正規学生と一緒に受講できるようにしたもので、2005年度から実施している。受講者数、開講科目数等の

データは以下の表のとおりである。

①受講者数
年度 受講者数 平均年齢

2005年度 106 58.2 

2006年度 154 59.9 

2007年度 137 62.0 

2008年度 166 61.7 

2009年度 203 60.8 

2010年度 217 62.3 

2011年度 274 63.2

2012年度 339 63.5

2013年度 333 64.0

2014年度 309 65.0

2015年度 298 65.0

③受講科目数
共通 人文 教育 理 農 工 情報 法科 計

2005年度 56 33 5 0 2 0 0 96

2006年度 63 47 7 9 2 1 3 132

2007年度 48 46 5 11 5 0 1 116

2008年度 50 58 5 13 14 0 0 1 141

2009年度 50 61 3 26 23 2 4 169

2010年度 57 63 4 33 21 4 7 189

2011年度 62 64 3 24 26 3 2 184

2012年度 88 63 5 29 22 0 5 212

2013年度 74 67 9 29 28 0 3 210

2014年度 56 70 3 35 27 0 5 196

2015年度 50 65 4 36 20 2 4 181

④受講者状況
□居住地別受講者数

居住地 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

神奈川県足柄郡 0 0 0 2 2 2 1 0 0 0 0

伊豆の国市 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0

②開放科目数
年度 共通 人文 教育 理 農 工 情報 法科 計

2005年度 116 89 14 12 7 6 10 254

2006年度 127 87 21 118 13 7 10 383

2007年度 128 114 21 77 7 9 10 366

2008年度 143 85 17 93 88 7 0 1 434

2009年度 96 106 21 103 85 4 12 427

2010年度 144 114 19 112 83 10 11 493

2011年度 151 98 18 109 82 9 12 479

2012年度 159 111 17 114 81 8 9 499

2013年度 154 92 17 106 79 8 8 464

2014年度 87 93 16 115 77 7 12 407

2015年度 92 106 14 111 73 10 11 417
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居住地 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

伊東市 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0

下田市 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

熱海市 0 0 0 0 0 0 1 2 1 2 3

裾野市 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2

沼津市 2 2 3 3 1 1 3 5 1 3 4

富士市 0 1 0 0 2 7 12 12 8 8 5

富士宮市 1 3 2 2 2 3 0 0 1 0 0

三島市 2 2 0 2 3 2 2 0 0 0 3

駿東郡 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1

御殿場市 1 2 1 0 0 1 0 1 0 0 0

志太郡 3 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0

菊川市 1 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1

掛川市 1 1 2 1 2 0 1 3 4 5 2

静岡市 75 99 101 130 141 129 161 206 208 204 195

藤枝市 4 11 12 12 12 14 24 16 21 17 14

焼津市 4 3 0 0 8 13 12 14 17 9 11

磐田市 0 4 0 3 0 2 1 5 5 5 8

御前崎市 0 0 0 0 5 4 4 2 2 0 0

引佐郡 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

湖西市 0 3 2 2 2 2 2 3 3 2 1

島田市 4 4 2 2 0 0 5 7 7 9 9

榛原郡 2 2 0 0 0 3 5 1 0 1 2

浜松市 4 13 9 4 20 27 32 51 48 34 33

袋井市 0 0 0 0 1 1 4 6 4 3 2

牧之原市 0 1 1 0 0 2 2 0 1 3 2

周智郡 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

豊橋市 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

愛知県春日井市 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

計 106 154 137 166 203 217 274 339 333 309 298

□年齢別受講者数
年齢 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

～19 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

20～24 1 4 1 3 1 1 2 0 1 0 0

25～29 4 5 2 1 6 0 1 0 1 5 5

30～34 4 4 1 2 7 5 4 3 0 3 2

35～39 2 0 5 6 3 6 1 7 4 3 4

40～44 7 6 5 2 8 9 2 5 6 6 5

45～49 6 11 7 7 9 12 18 14 9 6 5

50～54 8 6 6 13 10 10 13 19 18 8 15

55～59 13 23 10 12 17 17 21 18 13 13 10

60～64 33 39 30 40 54 57 79 119 113 72 58

65～69 16 33 37 42 42 45 61 79 94 110 106

70～74 9 15 20 24 28 33 46 45 44 54 51

75～79 2 6 11 9 13 14 18 20 20 17 26

80～84 1 2 2 2 4 5 4 7 9 10 11

85～89 0 0 0 0 1 3 3 3 1 2 0

計 106 154 137 163※ 203 217 274 339 333 309 298

※3名年齢未記入
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□一人当たりの受講科目数
受講科目数 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

1科目 51 92 77 89 123 129 168 224 216 191 194

2科目 34 34 44 45 47 42 69 79 79 77 70

3科目 10 21 12 22 18 28 23 22 24 24 16

4科目 6 4 2 3 9 14 11 13 11 10 13

5科目 3 2 0 4 3 1 3 1 1 4 2

6科目 2 0 2 1 1 1 0 0 2 2 1

7科目 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 0

8科目 0 1 0 2 1 0 0 0 0 0 1

9科目 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

計 106 154 137 166 203 217 274 339 333 309 298


